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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成30年５月25日に提出いたしました第32期（自　平成29年３月１日　至　平成30年２月28日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがあり、また、金融商品取引法第24条第６項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第17条第

１項により添付することとされている書類の添付漏れがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　１）第一部　企業情報

　　　　第２　事業の状況

　　　　３　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

 

　２）添付書類の「定款」の未添付

 

 
３ 【訂正箇所】

１）訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（訂正前）

原材料価格の高騰や深刻化する人材不足により人件費が高騰するなど、厳しい状況の中、引き続き定食業態「街

かど屋」の新規出店に力を入れ、既存業態の進化と規模の拡大を考えております。また、店舗運営力強化のための

人材育成が重要な課題と認識しており、既存社員を対象とした店舗での研修を実施しております。その他、やりが

いのある企業風土作りと、組織力の活性化、パートナー社員の戦力化及び幅広い顧客層にこたえるバリューメ

ニューの開発、食の安全性、食の品質を重視し顧客満足度の向上を課題といたします。そして、より多くのお客様

にお越しいただき、定着していただけるような魅力のある店舗作りを心がけます。

　各業態「Ｑ・Ｓ・Ｃ」（クオリティ・サービス・クレンリネス）レベルのさらなる向上を課題として、利益率を

高め、資本効率を向上させるとともに、既存店の改装や新メニュー開発を促進して、お客様が要望される店舗作り

に注力いたします。なお、文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

 
（訂正後）

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 
（1）会社の経営の基本方針

当社は創業以来、「食文化を創造する」「お客様のニーズに応える」「人を育てる」を目指す企業として、レス

トラン事業を展開してまいりました。また、「お客様第一主義の徹底」のもと「Ｑ・Ｓ・Ｃ＋Ｃ」（クオリティ・

サービス・クレンリネス＋チョイス）のレベル向上を経営の基本方針としております。当社の『和食カフェテリア

業態』の特性である、「Ｃ（チョイス）」、すなわち、お客様が自由に料理を選べる楽しさを一層充実させること

ができる「ザめしや」及び『定食業態』の特徴である、熱々の美味しいものを待たずに早く食べていただける「街

かど屋」が、オーバーストア状態にある外食産業の中で勝ち残るカギになるものと考えております。
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（2）目標とする経営指標

当社は諸施策を実施し、下記の数値目標を達成するよう努力してまいります。

平成31年２月期　　　　売上高　　　　13,387,966千円

　　　　　　　　　　　営業利益　　　　 254,784千円

　　　　　　　　　　　経常利益　　　　 315,402千円

　　　　　　　　　　　当期純利益　 　　105,770千円

 
（3）中長期的な会社の経営戦略

当社は、経営の基本方針のもと、①「街かど屋」業態の積極的な出店、②新業態の開発、③スクラップ＆ビルド

を中長期的な経営戦略としております。新業態の開発については、多様な顧客ニーズを満たすことができる新しい

ビジネスモデルの確立を目指します。スクラップ＆ビルドについては、オーバーストア状態のためロードサイドの

出店地が減少したこともあり、生活道路や小商圏への新規出店や、不採算店舗の閉店を積極的に行います。また、

ドミナント戦略のもと収益性重視の店舗展開を進め、出店地域の拡大に努めます。

 
（4）会社の対処すべき課題

原材料価格の高騰や深刻化する人材不足により人件費が高騰するなど、厳しい状況の中、引き続き定食業態「街

かど屋」の新規出店に力を入れ、既存業態の進化と規模の拡大を考えております。また、店舗運営力強化のための

人材育成が重要な課題と認識しており、既存社員を対象とした店舗での研修を実施しております。その他、やりが

いのある企業風土作りと、組織力の活性化、パートナー社員の戦力化及び幅広い顧客層にこたえるバリューメ

ニューの開発、食の安全性、食の品質を重視し顧客満足度の向上を課題といたします。そして、より多くのお客様

にお越しいただき、定着していただけるような魅力のある店舗作りを心がけます。

　各業態「Ｑ・Ｓ・Ｃ」（クオリティ・サービス・クレンリネス）レベルのさらなる向上を課題として、利益率を

高め、資本効率を向上させるとともに、既存店の改装や新メニュー開発を促進して、お客様が要望される店舗作り

に注力いたします。

 
 

２）添付書類の「定款」の添付
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